
このたびは、ユニオンスチールのキャビネットワゴンＢＣＤ型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、下棚が付いていない作業台にも、
キャビネットやロッカーを手軽に設置できます。引出しはオールロック式で、小物管理に利用できるオプションとして末永くご使用いただけます。

キャビネットワゴンに足をか
けたり、乗ったりしないで下
さい。

■

■

用途以外に使用しますと、怪我の原因にな
ります。

■表示荷重以上の荷重をかけ
ないで下さい。

キャビネットワゴンが破損・変形・転倒し、怪
我をする恐れがあります。

■ 不安定な場所に設置しない
で下さい。

転倒したり、引出しが勝手に開いたりして、
怪我をする恐れがあります。 転倒したり、引出しが勝手に開いたりして、

怪我をする恐れがあります。

■ 側面や正面から大きな力
をかけないで下さい。

キャビネットワゴンが破損・変形・転倒し、
怪我をする恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また濡れた物を置かないで
下さい。

■ 一部に集中荷重をかけないで下
さい。

■

キャビネットワゴンにサビが発生しやすくな
り、強度等、品質が著しく低下する恐れがあ
ります。

一度に複数の引出しを引き出
さないで下さい。

■

重心が偏り、キャビネットワゴン及び作業台
ごと転倒して、破損や変形し怪我をする恐
れがあります。

切断や改造をしないで下さい。

キャビネットワゴンが破損・変形し、怪我を
する恐れがあります。

キャビネットワゴンが不安定になり危険です。
また、切断面のバリ等で怪我をする恐れがあ
ります。

■

用途以外には使用しないで下さ
い。

組み立ては、この組立・取扱説
明書に記載の組立手順に従っ
て下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒
れたりして、怪我をする恐れがあります。

桟やキャビネットの端面を素手で
触らないで下さい。

■

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れがあ
ります。

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

ＢＣＤ型　キャビネットワゴン　組立説明図

ⓐキャビネット…1台
D-3Z(W)
D-4Z(W)
KF-W(W)

ⓑ台車側枠（左右有り）…２本
（ⓒアジャスター付）

ⓓキャスターベース桟…１本

ⓔ双輪キャスター（φ４０）…2個

ⓕナット（M8）…2個

ⓖ車輪（φ６５）…2個

ⓗ車輪取付ボルト…2本
（M6袋ナット付）

ⓘ六角ボルト（大）…４本
（M８×15）

ⓙSW（大）…４個
（M8スプリングワッシャー）

ⓚＰW（大）…４個
（M8丸ワッシャー）

ⓛ六角ボルト（小）…２本
（M6×15）

ⓜSW（小）…２個
（Ｍ6スプリングワッシャー）

ⓞメガネレンチ（10×13）…1本

部品明細

ⓝＰW（小）…２個
（M６丸ワッシャー）

図はD-3Z
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金具

外側の角穴に車輪取付
ボルトⓗの根元を入れる

１ キャビネットⓐを裏返して置き、台車側枠ⓑの脚を図のように前の
外側にして、キャビネットⓐの底面に置いて下さい。台車側枠ⓑの内
側の長穴を、キャビネットⓐのナット位置に合わせ、六角ボルト（大）
ⓘ、SW（大）ⓙ、PW（大）ⓚで仮止めして下さい（前後各１ヵ所）。も
う1本の台車側枠ⓑも同様に、キャビネットⓐの底面に取り付けて下
さい。
※取り付ける際には、台車側枠ⓑの左右に注意して下さい。

３ 双輪キャスターⓔのボルト部分を、図のようにキャスターベース桟
ⓓの内側の穴に差し込み、ナットⓕで締め付けて下さい。もう１個
の双輪キャスターⓔも、同様に取り付けて下さい。

５ 仮止めした全ての六角ボルトを、しっかり締め付けて下さい。

２ キャスターベース桟ⓓを、図のように台車側枠ⓑの前方角パイ
プ部分に合わせ、キャスターベース桟ⓓの外側の穴を台車側枠
ⓑのナット位置に合わせて、六角ボルト（小）ⓛ、SW（小）ⓜ、PW
（小）ⓝで仮止めして下さい（左右各１ヵ所）。

４ 車輪ⓖを台車側枠ⓑの後方の金具に入れ、車輪ⓖの穴と金具の
穴を合わせて外から車輪取付ボルトⓗを差し込み、内から袋ナ
ットⓗで締め付けて下さい。
※台車側枠ⓑの金具の外側に開いている角穴に、車輪取付ボル
トⓗの根元をはめ込んで下さい。
もう１個の車輪ⓖも同様に取り付けて下さい。

６ 組み立てたキャビネットワゴンを起こし、任意の場所に設置して、
アジャスターⓒを調節のうえ床面に接地しているのを確認して
からご使用下さい。

脚を前の外側

型番
BCD-1D3(W)

BCD-1K(W)
BCD-1D4(W)

寸法（mm) キャビネット
W457×D660×H620 D-3Z(W)

D-4Z(W)
KF-W(W)

W457×D660×H620
W457×D660×H620

型番
BCD-2D3(W)

BCD-2K(W)
BCD-2D4(W)

寸法（mm) キャビネット
W457×D660×H660 D-3Z(W)

D-4Z(W)
KF-W(W)

W457×D660×H660
W457×D660×H660

仕様

※（　）内　Ｗ=ホワイト色　無記号＝グリーン色

キャビネットワゴン BCD型
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